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1 はじめに
大学には成績評価方法の一つとして Grade Point Average(GPA) 制
度がある.GPA は大学院入試や, 研究室配属の際に重要な評価基準とな
ることが多い.しかし,科目を履修するまでは,その科目で良い成績を修
めることができるかはわからない.また,卒業要件単位を満たすためには,
自身が不得意とする科目も履修する必要がある.そこで,本研究の目的は,
過去の卒業生の成績データに対して分析を行い,まだ履修していない科
目において成績評価の予測を行うことで,GPAが高くなるように単位選
択を推薦する.また,全ての科目において良い成績が取れるように,Web
上から関連情報を推薦するシステムの開発を行うことである.

2 教学データのビッグデータ
2.1 教学 IRとは
IR(Institutional Research)とは,「ある特定の目的に沿って情報を収

集し,それらを加工・統合して分析し,計画立案や意思決定を支援するた
めに展開される活動の総称」と定義されている.これらを教学データに
応用させたものを教学 IRと呼んでいる.

2.2 eポートフォリオとは
eポートフォリオは,大きく二つの意味で使い分けられている.一つは,

広義の意味で,電子的な形式で扱われた全てのポートフォリオ.一つは,
狭義の意味で, ポートフォリオを作成するためのソフトウェア, または,
ポートフォリオをマネジメントするためのシステム.
この研究においての eポートフォリオは,生徒自身の学習の過程のデー

タのことを指す.しかし,eポートフォリオは個人情報として扱われ,一個
人が扱えるものではないので,デモデータを作成し,そのデータを用いて
協調フィルタリングを行う.

2.3

3 ユーザベース協調フィルタリング（UBCF）
3.1 UBCFの流れ
まず,ユーザのアイテムに対する評価値をもとに,ユーザ同士の類似度

を求める.次に類似度の高いユーザを何名か抽出する.そして,対象ユー
ザの未評価アイテムについて類似度の高いユーザの評価値から予測評価
値を算出して,予測評価値の高いアイテムを対象ユーザに推薦する.　

これは「ユーザAに似た人ならユーザAが好むものを好むであろう。」
という考え方に基づいている．

3.2 教学データにおけるUBCF
UBCFにおける利用者を学生,アイテムを科目,評価値を成績と置き

換え,UBCFを実装する.

協調フィルタリングにより,予測評価値を算出し,得られた予測評価値
が良い科目を選択する.しかし,卒業要件を満たすためには,予測評価値
の低い科目も履修しなければならない. これらの総合的な GPA を下げ
るような科目については学習支援を行う.

4 学習支援のための教材作成
予測評価値の低い科目の授業計画をサーバ空間上から抽出して,授業

の回数ごとに自然言語処理を行う.抽出した単語について,Web上で検索
を行い,上位数件を教材として提供する.また,youtube などを利用して
動画でもその分野について教材の提供を行う.

5 提案手法
提案手法の流れは,ユーザーが学籍番号を入力することで教学データ

を抽出する. 次に, 抽出したデータを用いて,UBCF を行い, 類似度の高
い学生を抽出する.そして予測評価値を算出して,それをもとに推薦科目
を決定する.予測評価値が低い科目については,授業計画を自然言語処理

して,得られた単語からWeb上で関連情報を提供する.

図 1 提案手法の流れ

　 6 今後の課題と新規性について
シラバスに掲載されている科目の授業計画から,単語をスクレイピン

グして,講義データの収集すること,新規性を引き続き,模索することで
ある.
現状,挙がっている新規性の案としては,ユーザの所属する学科の科目
に絞らず,シラバスの科目間系統図や,自然言語処理の技術を用いて,科
目同士の関連度を求めて,自分の就きたい業界に関連する科目の推薦な
どもしていければよいと考えている.
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